
低ひずみ率２相発振器             OSC-202A

特　長

=低ひずみ率である（0.01％ｔｙｐ/1ｋＨｚ）。
=外付けＣＲにより、任意の周波数を発振できる（20Ｈｚ～100ｋＨｚの範囲）。
=90 度位相差の２相発振が可能。
=シングルインライン･パッケージで省スペース化が可能。

概　要

　ＯＳＣ-２０２Ａは、状態変数回路を基本とした低周波発振モジュールで、低ひ

ずみな２相正弦波を発生できます。

　発振周波数を設定する抵抗、コンデンサを除いたすべての部品をハイブリッド

化し、ＳＩＰパッケージに収め、実装面積を極めて小さくできます。

　発振周波数の設定は抵抗をＲ、コンデンサをＣとすれば

　ｆO S C ＝1/（2πＣ･Ｒ）

にて算出できます。

主な規格

=発振周波数範囲　 20Ｈｚ～100ｋＨｚ

=発振周波数/安定度 外付け抵抗･コンデンサによる。

=発振出力振幅 10ＶP P  ±1Ｖ以内（外付け抵抗で可変可能）

=発振出力安定度 　 ±200 P P M / ℃以下

=波形ひずみ 1ｋＨｚにて 0.015％以下（図1 参照）

=出力位相差　　　　 90 度±5 度以内

=電源電圧 ±15Ｖ±10％以内

=消費電流 ±20 mA以内

=外　　形 ＳＩＰ-14 ＰＩＮ　ｈ＝21 m m

■ＯＳＣ- ２０２Ａ内部構成
■端子接続表

端子番号 信号名称 備　　考

１ Ａ 1  ＯＵＴ

３ ＣＯＳ ＣＯＳ出力

４ ＳＩＮ ＳＩＮ出力

５ ＮＣ あき端子

６ ＳＵＭ 1 Ｒ、Ｃ

７ ＳＵＭ 2 Ｒ、Ｃ

８ －Ｖ R E F 基準電圧出力

９ －ＶR E FＩＮ 　 〃 　入力

１０ Ｃ X ( －) 外付コンデンサ

１１ Ｃ X ( ＋) 　　 〃

１２ 0 Ｖ 電源 0Ｖ

１３ －ＶC C 電源 －

１４ ＋ＶC C 電源 ＋
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基本的な使い方

=発振周波数はｆ＝1/2πＣＲで決定されますが、各々の定数（抵抗、コンデン
　サ各２個）に偏差があると、性能を保証できませんから、±1％以内のものを

　御使用下さい。

=コンデンサの容量範囲はおよそ200ｐＦ～0.1μＦ、抵抗値は5ｋΩ～500ｋΩで
　設計してください。

=数 100Ｈｚ以下の低周波発振では、振幅が安定するまでの間に、リンギングを
　生じやすいので、10-11ピン間に、47μＦ～100μＦ（アルミ電解で可）のコン

　デンサを挿入することを、おすすめします。

=発振振幅は±5Ｖ（10Ｖ P P）ですが、8-9ピン間に外付け抵抗を追加することに
　より、振幅を低下させることができますが、電気的特性が劣化する恐れがある

　ので、できるだけ標準的な使い方をしてください。

　振幅の可変は、出力端子に半固定抵抗、バッファアンプを付加して調整できる

　設計をしてください。

=発振出力が２相出力で取り出せますが、低ひずみ出力端子は3 番ピンです。
=発振周波数範囲は、規格範囲外でも発振しますが、電気的特性は若干劣化しま
　す。

代表的な特性

　図１は、発振周波数と高調波ひずみの関係を示します。100Ｈｚ～30ｋＨｚの範

囲で低ひずみな特性が得られます。

　写真１は発振周波数10ｋＨｚにおける高調波スペクトラムで、２次高調波が

-70ｄＢｍ、３次高調波は-80ｄＢｍです。

　　　　　　　　基本的な使い方

写真１
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